
～「STARS」に込められた想い～ 

「丸もいいけど、★星がいい！」 

個性を大切にし,一人ひとりが輝けるように…という願いが込められています。 

私たちは地域密着型の障がい児・者支援の受け皿を自主的に設立し、心理的、社会的にサポートを行い

ます。設立にあたっては「人間の成長プロセスを重視する」という点を基本に据えながら、支援を必要と

している方々が、住み慣れた地域で、必要な時に、必要な支援を受けることができる環境を整えていきた

いという願いを大切にしながら運営を行っていきます。 

 特定非営利活動法人 STARS として、障がい児・者支援にかかわる中で、利用者様の幼少期から青年

期、そして、成人期に至るまでの重要な関わりを担います。 

 すべての利用者様に対して、どんな困難があろうとも、様々な障壁が立ちはだかろうとも、将来も見据

えながら、その方にとって今何が必要で、何をしなければならないかを考え、画一的でなく、一過性のも

のでない、長期的な視点に立った支援を行っていきます。 

また、家族に対しては、本人の成長に伴って訪れる様々な場面において、家族がそれらを一つ一つ乗り

越えていけるように、十分な支援体制のもとしっかり支えることは勿論、皆が本人の成長に喜びと希望を

もてるよう支援をします。 

 しかし、私たち STARS＆Triangle だけでは支えられません。教育機関、地域といった、当事者の皆様

を取り巻く様々な人や専門機関、団体とも連携を大切にし、支援の和、地域の環、思いやりの輪を広げる

ことも大切な役割であると考えています。 

以上のことを設立の趣旨とし、障がい児・者支援を通して、スタッフも共に成長でき、人が人を大切に

する共生社会の実現と、その人らしく生きられる地域づくりの創造と発展に寄与することを目的としま

す。 
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5 領域と支援内容について 

① 健康・生活 

（1）日々の検温・手洗い・うがいを実施し、ひとりひとりの健康状態を把握していきま

す。 

（2） 健康な心と身体を育て、健康で安全な生活出来るように支援を行います。看護師を

中心に健康状態の定期的なバイタルチェック等と必要な対応を行う際には、意思表示が難

しい子どもの障害の特性や発達の過程・特性を考慮し、小さなサインから心身の異変に気

づけるよう、細やかな観察を行います。また、医療ケアが必要とする子が安全に過ごせる

様に、日々の確認を行いながら、ケアを実施していきます。 

（3）子どもや家族に寄り添いながら、健康の増進 睡眠、食事、排泄など基本的な生活の

リズムを身に付けられるよう支援します。 

（4）基本的生活スキルの獲得 清潔な身の回りや食事、衣類の着脱、排泄などの基本的な

生活技能を獲得できるよう支援します。 

（5）構造化等により生活環境を整える さまざまな遊びを通して学習できるよう、生活環

境を整えます。また、障害の特性に配慮し、時間や空間を本人に分かりやすく構造化し、

見通しを持って取り組める工夫をしていきます。 



  

②運動・感覚 

（1）「遊び」を中心に活動内容を工夫し微細運動・粗大運動の両方を支援できる環境を

整えていきます。 

（2） 近隣施設（学校、神社、校庭等）での外遊びをおこない、筋力の維持・強化を図

ります。 

（3） 調理活動、工作、砂遊び等を通じ感覚の認知形成を行います。 

（4） 姿勢と運動・動作の基本的技能の向上。個々に応じたリハビリを取り入れ、日常

生活に必要な動作の基本となる姿勢保持や上肢・下肢の運動・動作の改善・習得、関節の

拘縮や変形の予防、筋力の維持・強化を図ります。 

（5） 身体の移動能力の向上、自力での身体移動や歩行、歩行器や車いすによる移動な

ど、日常生活に必要な移動能力の向上を支援します。 

（6） 保有する感覚の活用、保有する視覚、聴覚、触覚などの感覚を十分に活用しなが

ら、味覚、嗅覚なども用いり五感全てを感じられるよう、遊びなどを通して支援します。 



（7） 感覚の補助及び代行手段の活用、保有する感覚器官を用いて状況を把握しやすく

するため、眼鏡や補聴器などの補助機器を活用する支援を行います。 

（8）感覚の特性への対応、感覚や認知の特性を考慮し、環境調整などの支援を行い、感

覚の偏りに対応します。 

  

③認知・行動 

（1）当日の日付・曜日・スケジュールを視覚でわかるように掲示し、概念の習得を図り

ます。また、子どもの希望を取り入れ主体的に活動が行えるようにプログラムを考えま

す。 

（2）感覚や認知の活用 視覚、聴覚、触覚などの感覚を活用して、必要な情報を収集し、

認知機能の発達を促します。 

（3） 知覚から行動への認知過程の発達環境から情報を取得し、選択し、行動につなげ

る認知過程の発達を支援します。 

（4）認知や行動の手掛かりとなる概念の形成 物の機能や属性、形、色、音が変化する様

子、空間・時間などの概念の形成を通じて、認知や行動の手がかりとして活用できるよう

支援します。 



（5）日々の学習支援を基に、数量、大小、色等の習得 数量、形の大きさ、重さ、色の違

いなどの習得を支援します。 

（6）認知の偏りへの対応 認知の特性を踏まえ、情報処理や認知の偏りに対処し、個々の

特性に合った支援を行います。また、こだわりや偏食などにも対応します。 

（7）行動障害への予防及び対応 感覚や認知の特性から生じる行動障害の予防や適切な対

応を支援します。 

  

④言語・コミュニケーション 

（1）仲間とのコミュニケーションを大事にし、あいさつや会話など、円滑なコミュニケ

ーションを行う事ができるよう支援します。 

（2）言語の形成と活用、具体的な事物や経験と言葉の意味を結び付け、体系的な言語の

習得や自発的な発声を促進します。 

（3）受容言語と表出言語の支援、 話し言葉や文字・記号などを用いて、相手の意図を理

解したり、自分の考えを伝えたりする能力を支援します。 



（4）人との相互作用によるコミュニケーション能力の獲得、個々に合わせた状況での相

互作用を通じて、共同注意などのコミュニケーション能力の向上を支援します。 

（5）指差し、身振り、サイン等を活用、指差しや身振り、サインなどを活用して、環境

の理解や意思の伝達を支援します。 

（6）読み書き能力の向上のための支援、障害の特性に合わせた読み書き能力の向上を支

援します。 

（7）コミュニケーション機器の活用、 文字や記号、絵カードなどのコミュニケーション

手段を適切に活用し、環境の理解や意思の伝達を支援します。 

⑤人間関係・社会性 

（1）子どもらしい優しさをや仲間意識を育み、自己理解・他者理解を養います。 

（2）アタッチメントの形成、 人との関係を築き、信頼関係を基盤として、周囲の人と安

定した関係を形成するための支援を行います。 

（3）模倣行動の支援 遊びを通じて模倣行動を促し、社会性や対人関係の発達を支援しま

す。 



（4）感覚運動遊びから象徴遊びへの支援 感覚運動や象徴遊びを通じて社会性の発達を支

援します。 

（5）一人遊びから協同遊びへの支援 一人遊びから協同遊びへの移行を促し、社会性の発

達を支援します。  

（6）自己の理解とコントロールのための支援 自己の行動や感情を理解し、コントロール

できるよう支援します。 

（7）近隣の施設、地域資源を活用し、地域の方々とふれあい、ルールやマナーに関する

知識を養います。 

（8）地域や集団への参加への支援とし、 集団活動に参加できるよう支援します。 

                           作成日 令和6年 7月 31日 


